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1
0
0
八
年
七
月
、
北
京
の
清
華
大
学
は
一
群
の
戦
国
竹
簡
を

入
手
し
た
。
そ
の
後
、
整
理
と
解
読
を
経
て
、
二

0
1
0
年
十
二

月
に
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
（
李
学
勤
主
編
・
清
華
大

学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
、
中
西
書
局
）
と
し
て
刊
行
さ

れ
、
九
篇
の
釈
文
お
よ
び
竹
簡
の
写
真
図
版
が
公
開
さ
れ
た
。
そ

の
中
に
は
『
尚
書
』
や
『
逸
周
書
』
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
文
献

が
含
ま
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壺
）
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
『
祭
公
之
顧
命
』
を
取
り
上
げ
る
。
本
篇
は
、
周
の
穆
王
に

対
し
て
臣
下
の
祭
公
謀
父
が
遺
訓
を
告
げ
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、

『
逸
周
書
』
祭
公
篇
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
テ
キ
ス
ト
の
校
訂

作
業
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
本
篇
の

基
礎
的
情
報
を
掲
載
し
、
続
い
て
釈
読
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
最

は
じ
め
に

清
華
簡

中
国
研
究
集
刊
蜆
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月
二
四
三
ー
ニ
五
九
頁

『
祭
公
之
顧
命
』

釈
読

後
に
、
現
段
階
で
の
私
見
を
述
べ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
末
尾
に
は
、

清
華
簡
『
祭
公
之
顧
命
』
と
『
逸
周
書
』
祭
公
篇
の
対
照
表
を
付

す
。
な
お
、
以
下
、
便
宜
上
、
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
」
を
「
清

華
簡
」
と
略
称
す
る
。

一
、
基
礎
的
情
報

ま
ず
、
清
華
簡
『
祭
公
之
顧
命
』
の
整
理
者
、
沈
建
華
氏
に
よ

る
「
説
明
」
に
基
づ
き
、
基
礎
的
情
報
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

•
竹
簡
は
全
十
一
簡
。
簡
長
は
四
十
四
•
四

C
m、
三
道
編
餞
゜

簡
毎
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
文
字
は
二
十
三
字
＼
三
十
二
字
と
均

等
で
は
な
い
。
竹
簡
の
背
面
に
は
、
順
序
を
示
す
編
号
が
書
か

れ
て
い
る
（
整
理
者
が
「
無
次
序
編
琥
」
と
記
し
て
い
る
の
は

誤
り
）
。

草

野

友

子
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•
第
二
簡
•
第
三
簡
•
第
四
簡
の
上
端
・
下
端
に
は
や
や
残
欠
が

あ
り
、
ま
た
一
部
に
文
字
が
不
明
瞭
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
除

け
ば
、
全
篇
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

•
第
二
十
一
簡
の
表
面
の
下
端
に
、
篇
題
の
五
字
「
燈
（
祭
）
公

之
勝
（
顧
）
命
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
篇
題
に
つ
い
て
は
、
『
礼

記
』
細
衣
は
「
葉
公
之
顧
命
」
に
作
り
、
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚

簡
『
細
衣
』
は
「
蒻
（
或
粋
）
公
之
募
命
」
に
作
り
、
本
篇
は

「
僣
（
祭
）
公
之
勝
（
顧
）
命
」
に
作
り
、
は
じ
め
の
一
字
を

ど
の
よ
う
に
棘
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
議
論
に
な
っ
て
い
る
。

•
内
容
お
よ
び
そ
の
他

祭
公
謀
父
は
周
公
旦
の
子
孫
で
あ
る
。
『
左
伝
』
儘
公
二
十

四
年
伝
に
は
「
凡
．
蒋
•
邪
•
茅
•
昨
・
祭
、
周
公
之
胤
也
。
」

と
あ
り
、
封
国
は
今
の
河
南
省
鄭
州
の
東
北
に
あ
た
る
。

祭
公
謀
父
は
周
王
朝
の
老
臣
に
当
た
り
、
何
度
も
周
の
穆

王
に
対
し
て
諌
言
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
国
語
』
周
語
上
に

は
、
祭
公
謀
父
が
穆
王
の
犬
戎
征
伐
に
反
対
し
た
こ
と
を
記

載
し
て
お
り
、
ま
た
『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
伝
に
は
、
祭
公

謀
父
が
『
祈
招
』
の
詩
を
作
っ
て
、
穆
王
の
天
下
遊
行
を
諌

め
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

本
篇
は
、
病
を
患
っ
て
重
篤
な
状
態
で
あ
る
祭
公
謀
父
が
、

見
舞
い
に
来
た
穆
王
を
戒
め
て
、
夏
・
商
の
敗
亡
の
教
訓
と

文
王
・
武
王
の
成
功
と
い
う
歴
史
的
経
験
が
周
王
朝
の
基
盤

《
凡
例
》

・
【
】
内
の
算
用
数
字
は
、
竹
簡
番
号
を
示
す
。

を
守
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
執
政
を
行

っ
て
い
た
三
公
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
良
く
穆
王
を
補
佐
す

る
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
。

本
篇
は
『
逸
周
書
』
祭
公
篇
の
祖
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
両
者
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
本
の
誤
字
・

脱
字
の
問
題
が
解
決
す
る
。
今
本
で
は
「
邦
」
の
字
が
除
か

れ
て
い
る
、
或
い
は
改
め
て
「
国
」
の
字
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
漢
人
が
高
祖
（
劉
邦
）
の
緯
を
避
け
た
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
重
要
な
点
と
し
て
は
、
簡
文
中
に
当
時
の
三
公
、
す

な
わ
ち
畢
雌
（
桓
）
•
井
利
・
毛
班
の
名
号
を
発
見
で
き
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
井
利
・
毛
班
は
西
周
の
金
文
に
も
そ
の

名
が
見
え
る
た
め
、
今
本
の
誤
り
を
正
す
だ
け
で
な
く
、
西

周
の
制
度
の
研
究
に
対
し
て
も
重
要
な
意
義
を
そ
な
え
て
い

る。二
、
釈
読

本
章
で
は
、

以
下
、
凡
例
、

清
華
簡
『
祭
公
之
顧
命
』
全
体
の
釈
読
を
行
う
。

釈
文
、
訓
読
、
和
釈
、
語
注
の
順
に
掲
げ
る
。
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異
説
に

•
「
釈
文
」
は
、
整
理
者
に
よ
る
原
釈
文
を
元
に
作
成
し
、

つ
い
て
は
「
語
注
」
に
記
し
た
。
口
は
未
釈
の
文
字
。

•
「
和
釈
」
中
の
（
）
は
、
そ
の
直
前
の
語
句
や
内
容
に
関
す
る

補
足
説
明
等
を
行
っ
た
も
の
、
〔
〕
は
、
筆
者
が
文
意
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
語
句
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

•
「
語
注
」
は
整
理
者
に
よ
る
注
釈
を
中
心
と
し
、
適
宜
、
諸
研
究

者
の
説
を
引
用
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
特
に
筆
者
が

重
要
と
判
断
し
た
も
の
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
氏

の
説
を
記
載
す
る
場
合
、
そ
の
氏
名
の
み
を
掲
げ
る
。
本
稿
末

尾
の
「
参
考
文
献
」
に
は
、
論
文
・
札
記
の
題
目
•
掲
載
年
月

日
等
を
列
記
し
て
い
る
。

《
釈
文
》

王
若
日
、
「
祖
祭
公
、
哀
余
小
子
、
昧
其
在
位
、
曼
天
疾
威
、
余

多
時
椴
懲
。
我
聞
祖
不
豫
【

1
】
有
遅
、
余
惟
時
束
見
、
不
淑
疾

甚
、
余
畏
天
之
作
威
。
公
其
告
我
箆
徳
。
」

祭
公
拝
手
【

2
】
稽
首
日
、
「
天
子
、
謀
父
朕
疾
惟
不
疼
。
朕
身

尚
在
弦
、
朕
魂
在
朕
辟
昭
王
之
所
、
亡
圏
不
知
命
。
」
【

3
】

王
日
、
「
嗚
呼
、
公
、
朕
之
皇
祖
周
文
王
・
烈
祖
武
王
、
宅
下
國
、

作
陳
周
邦
。
惟
時
皇
上
帝
【

4
】
宅
其
心
、
享
其
明
徳
、
付
界
四

方
、
用
贋
受
天
之
命
、
敷
聞
在
下
。
我
亦
惟
有
若
祖
【

5
】
周
公

魅
祖
召
公
、
絃
迪
襲
學
干
文
武
之
曼
徳
、
克
央
紹
成
康
、
用
畢
【
6
】

成
大
商
。
我
亦
惟
有
若
祖
祭
公
、
修
和
周
邦
、
保
又
王
家
。
」

王
日
、
「
公
稲
不
＿
顕
徳
、
【
7
】
以
余
小
子
揚
文
武
之
烈
、
揚
成

康
昭
主
之
烈
。
」

王
日
、
「
嗚
呼
、
公
、
汝
念
哉
。
遜
措
乃
【

8
】
心
、
盛
付
界
余

一
人
。
」

公
懲
拝
手
稽
首
日
、
「
允
哉
。
」

乃
召
畢
桓
•
井
利
・
毛
班
日
、
「
三
公
、
謀
父
朕
【
9
】
疾
惟
不

膠
、
敢
告
天
子
、
皇
天
改
大
邦
殷
之
命
‘
惟
周
文
王
受
之
、
惟
武

王
大
敗
之
、
【

10
】
成
厭
功
。
惟
天
莫
我
文
王
之
志
、
蓋
之
用
威
亦

尚
宣
威
蕨
心
、
康
受
亦
式
用
休
、
亦
美
【

11
】
懲
緩
心
、
敬
恭
之
。

惟
文
武
中
大
命
、
欺
蕨
敵
。
」

公
日
、
「
天
子
、
三
公
、
我
亦
上
下
璧
干
文
武
之
受
【

12
】
命
、

皇
眈
方
邦
、
不
＿
惟
周
之
妾
、
不
＿
惟
后
稜
之
受
命
是
永
厚
゜
惟
我
後

嗣
、
方
建
宗
子
、
不
一
【

13
】
惟
周
之
厚
屏
。
嗚
呼
、
天
子
、
監
干

夏
商
之
既
敗
、
不
＿
則
亡
遺
後
、
至
干
萬
億
年
、
参
叙
之
。
【

14
】
既

泌
、
乃
有
履
宗
、
不
＿
惟
文
武
之
由
。
」

公
日
、
「
嗚
呼
、
天
子
、
不
＿
則
寅
言
哉
。
汝
母
以
戻
絃
皐
寧
【

15
】

亡
時
遠
大
邦
、
汝
母
以
嬰
御
塞
爾
荘
后
、
汝
母
以
小
謀
敗
大
作
、

汝
母
以
嬰
士
塞
大
夫
・
卿
士
、
汝
母
【

16
】
各
家
相
乃
室
、
然
莫

伽
其
外
。
其
皆
自
時
中
又
萬
邦
。
」

公
日
、
「
嗚
呼
、
天
子
、
三
公
、
汝
念
哉
。
【

17
】
汝
母
口
努
、

唐
唐
厚
顔
忍
恥
、
時
惟
大
不
淑
哉
。
」
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《
訓
読
》

く
ら

王
若
く
日
く
、
「
祖
祭
公
、
哀
れ
な
る
余
小
子
、
其
れ
位
に
昧
く
、

曼
天
疾
威
し
、
余
多
時
に
椴
い
に
懲
す
。
我
れ
祖
豫
か
ら
ざ
る

に
遅
有
る
を
聞
き
て
、
余
惟
の
時
に
来
た
り
て
見
る
に
、
不
淑
に

し
て
疾
甚
だ
し
。
余
天
の
威
を
作
す
を
畏
る
。
公
其
れ
我
に
鯰

徳
を
告
げ
よ
。
」
と
。

ゃ

祭
公
拝
手
稽
首
し
て
日
く
、
「
天
子
、
謀
父
朕
が
疾
は
惟
れ
疼

さ
み

ま
ず
。
朕
が
身
は
尚
お
絃
に
在
る
も
、
朕
が
魂
は
朕
が
辟
昭
王
の

所
に
在
り
、
図
る
こ
と
亡
く
し
て
命
を
知
ら
ず
。
」
と
。

王
日
く
、
「
嗚
呼
、
公
、
朕
の
皇
祖
周
文
王
・
烈
祖
武
王
は
、
下

ぉ

国
に
宅
り
て
、
作
し
て
周
邦
を
陳
く
。
惟
の
時
皇
上
帝
は
其
の
心

ふ

ひ

よ

う

じ

ウ

は
か

を
宅
り
、
其
の
明
徳
を
享
け
、
四
方
を
付
界
し
、
用
て
天
の
命
を
贋
受

あ

ま

ね

お

よ

し
、
敷
く
下
に
聞
こ
ゆ
。
我
れ
亦
た
惟
れ
若
祖
周
公
陸
び
祖
召
公

は
、
絃
に
学
を
文
武
の
曼
徳
に
迪
襲
し
、
克
＜
央
し
て
成
康
に
紹

祭
公
之
顧
命
【

21
】

日
、
「
三
公
、
事
、
求
先
王
之
恭
明
徳
。
刑
、
四
方
【
1
8
】
克
中

爾
罰
。
昔
在
先
王
、
我
亦
不
以
我
辟
陥
干
難
、
弗
失
干
政
、
我
亦

惟
以
没
我
世
。
」

公
【

19
】
日
、
「
天
子
、
三
公
、
余
惟
弗
起
朕
疾
、
汝
其
敬
哉
。

絃
皆
保
脊
一
人
、
康
口
之
、
璧
服
之
、
然
母
タ
ロ
。
【

20
】
維
我
周

有
常
刑
。
」

王
拝
稽
首
學
言
、
乃
出
。

ぎ
、
用
て
大
商
を
畢
成
す
る
こ
と
有
り
。
我
れ
亦
た
惟
れ
若
祖
祭

ほ
が
い

公
、
周
邦
を
修
和
し
、
王
家
を
保
又
す
る
こ
と
有
り
。
」
と
。

ひ

け

ん

あ

王
日
く
、
「
公
不
一
顕
の
徳
を
称
げ
、
余
小
子
を
以
て
文
武
の
烈

を
揚
げ
、
成
康
昭
主
の
烈
を
揚
げ
よ
。
」
と
。

お

も

な

ん

じ

王
日
く
、
「
嗚
呼
、
公
、
汝
念
わ
ん
か
な
。
乃
の
心
を
遜
措
し
、

尽
く
余
一
人
に
付
界
せ
ん
。
」
と
。

ま
こ
と

公
慾
め
て
拝
手
稽
首
し
て
日
く
、
「
允
な
る
か
な
。
」
と
。

乃
ち
畢
桓
•
井
利
・
毛
班
を
召
し
て
日
く
、
「
三
公
、
謀
父
朕
の

疾
惟
れ
疼
ま
ず
、
敢
え
て
天
子
に
告
ぐ
、
皇
天
大
邦
殷
の
命
を

改
め
、
惟
れ
周
文
王
之
を
受
け
、
惟
れ
武
王
大
い
に
之
を
敗
り
、

さ

だ

た

だ

蕨
の
功
を
成
す
。
惟
れ
天
我
が
文
王
の
志
を
莫
め
、
之
を
菫
す
に

威
を
用
て
す
る
も
亦
た
尚
お
宣
ら
か
に
厭
の
心
を
威
く
し
、
康
受

そ

よ

す

い

し

ん

つ

と

す
る
も
亦
た
式
れ
休
を
用
て
し
、
亦
た
美
く
緩
心
に
懲
め
、
之
を

敬
恭
す
。
惟
れ
文
武
大
命
に
中
り
て
、
蕨
の
敵
に
欺
つ
。
」
と
。

公
日
く
、
「
天
子
、
三
公
、
我
れ
亦
た
上
下
は
文
•
武
の
命
を
受

く
る
に
替
う
る
に
、
皇
い
に
方
邦
を
眈
ん
に
し
、
不
＿
惟
ち
周
之

ひ

ろ

ま

た

す

な

わ

れ
芳
く
し
、
不
＿
惟
ち
后
稜
の
命
を
受
く
る
は
是
れ
永
厚
な
り
。
惟

お

お

こ

こ

れ
我
が
後
嗣
、
方
い
に
宗
子
を
建
て
、
不
一
に
惟
れ
周
の
屏
を
厚
く

か

ん

が

こ

こ

に

お

い

す
。
嗚
呼
、
天
子
、
夏
・
商
の
既
に
敗
る
る
に
監
み
れ
ば
、
不
一
て

後
を
遺
す
亡
く
、
万
億
年
に
至
る
ま
で
、
参
し
て
之
を
叙
ぶ
。
既

ぉ
ゎ

に
泌
ら
ば
、
乃
ち
履
を
宗
に
有
ち
、
不
一
に
惟
れ
文
武
の
由
あ
る
な

り
。
」
と
。
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こ

こ

に

お

い

つ

つ

し

公
日
く
、
「
嗚
呼
、
天
子
、
不
一
て
言
を
寅
ま
ん
か
な
。
汝
戻
を

う
し
な

以
て
荻
に
皐
泰
し
て
時
の
遠
き
大
邦
を
亡
う
母
か
れ
、
汝
嬰
御
を

以
て
爾
の
荘
后
を
塞
ぐ
母
か
れ
、
汝
小
謀
を
以
て
大
作
を
敗
る
母

か
れ
、
汝
嬰
士
を
以
て
大
夫
・
卿
士
を
塞
ぐ
母
か
れ
、
汝
各
家

な

ん

じ

お

さ

う

れ

ね

が

わ

乃
の
室
を
相
む
る
母
か
れ
。
然
ら
ば
其
の
外
を
伽
う
る
莫
し
。
其

こ

う

ち

ょ

お

さ

く
は
皆
な
時
の
中
自
り
万
邦
を
又
め
ん
こ
と
を
。
」
と
。

公
日
く
、
「
嗚
呼
、
天
子
、
三
公
、
汝
念
わ
ん
か
な
。
汝
口
努

し
、
唐
唐
と
し
て
顔
を
厚
く
し
恥
を
忍
ぶ
母
か
れ
。
時
れ
惟
れ
大

い
に
不
淑
な
る
か
な
。
」
と
。

日
く
、
「
三
公
、
事
え
て
、
先
王
の
恭
明
徳
を
求
め
ん
。
刑
し
て
、

四
方
克
く
爾
の
罰
に
中
ら
ん
。
昔
先
王
在
り
て
、
我
れ
亦
た
我
が

辟
を
以
て
難
に
陥
れ
ず
、
政
を
失
う
弗
し
。
我
れ
亦
た
惟
れ
以
て

我
が
世
に
没
す
。
」
と
。

公
日
く
、
「
天
子
、
三
公
、
余
惟
れ
朕
が
疾
よ
り
起
き
る
弗
し
。

汝
其
れ
敬
ま
ん
か
な
。
絃
に
皆
保
ち
て
一
人
を
脊
し
、
康
口
之
、
璧

え
て
之
に
服
せ
ん
。
然
ら
ば
夕
□
す
る
母
し
。
維
れ
我
が
周
に
常

刑
有
れ
ば
な
り
。
」
と
。

王
拝
稽
首
し
て
言
を
挙
げ
、
乃
ち
出
ず
。

祭
公
の
顧
命

《
和
釈
》

〔
穆
〕
王
は
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
、
「
祖
祭
公
よ
、
哀
れ
な
余
小

子
（
私
）
は
、
〔
王
の
〕
位
に
暗
く
、
偉
大
な
る
天
は
威
を
降
し
、

私
は
長
い
間
大
い
に
懲
戒
を
受
け
て
い
る
。
私
は
祖
（
祭
公
）
の

病
気
の
状
態
が
長
く
続
い
て
い
る
（
好
転
の
兆
し
が
な
い
）
と
聞

い
て
、
今
こ
う
し
て
会
い
に
来
て
〔
あ
な
た
の
状
態
を
〕
見
た
と

こ
ろ
、
〔
あ
な
た
は
〕
優
れ
な
い
状
態
で
病
状
が
非
常
に
重
い
。
私

は
天
が
威
を
降
す
こ
と
を
畏
れ
て
い
る
。
公
は
私
に
そ
の
す
ぐ
れ

た
徳
を
告
げ
て
く
れ
。
」
と
。

祭
公
は
拝
手
稽
首
し
て
言
っ
た
、
「
天
子
よ
、
謀
父
（
私
）
は
病

が
癒
え
ず
、
我
が
身
は
今
な
お
こ
こ
に
あ
り
ま
す
が
、
我
が
魂
は

我
が
君
で
あ
る
昭
王
の
所
に
あ
り
、
謀
る
こ
と
が
で
き
ず
命
も
知

ら
な
い
の
で
す
。
」
と
。

王
は
言
っ
た
、
「
あ
あ
、
公
よ
、
私
の
皇
祖
周
文
王
・
烈
祖
武
王

は
、
下
国
に
い
な
が
ら
、
周
の
国
を
起
こ
し
た
。
こ
の
時
に
皇
上

帝
は
そ
の
心
を
は
か
り
、
そ
の
明
徳
を
享
け
、
四
方
の
国
々
を
〔
周

に
〕
与
え
、
そ
う
し
て
〔
周
は
〕
天
の
命
を
受
け
と
め
、
〔
そ
の
名

声
は
〕
あ
ま
ね
く
下
々
に
聞
こ
え
た
。
私
は
ま
た
祖
周
公
お
よ
び

祖
召
公
は
、
学
を
文
王
・
武
王
の
長
く
続
く
徳
に
踏
襲
し
、
よ
く

補
佐
を
し
て
成
王
・
康
王
に
〔
そ
れ
を
〕
継
が
せ
、
そ
う
し
て
大

商
（
殷
）
を
終
わ
ら
せ
た
〔
と
知
っ
て
い
る
〕
。
私
は
ま
た
祖
祭
公

が
、
周
の
国
を
治
め
て
和
し
、
王
家
を
保
ん
じ
治
め
た
〔
と
知
っ

て
い
る
〕
。
」
と
。

王
は
言
っ
た
、
「
公
は
偉
大
な
徳
を
示
し
て
、
余
小
子
（
私
）
に

文
王
・
武
王
の
功
績
や
、
成
王
・
康
王
・
昭
王
の
功
績
を
明
ら
か

(247) 



に
し
て
く
れ
。
」
と
。

王
は
言
っ
た
、
「
あ
あ
、
公
よ
、
あ
な
た
は
よ
く
よ
く
考
え
て
く

だ
さ
い
。
へ
り
く
だ
っ
て
あ
な
た
の
心
を
〔
下
に
〕
置
い
て
、
こ

と
ご
と
く
私
一
人
に
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
」
と
。

公
は
丁
重
に
拝
手
稽
首
し
て
言
っ
た
、
「
そ
の
と
お
り
で
す
。
」

゜
と

そ
こ
で
畢
桓
•
井
利
・
毛
班
を
召
し
て
言
っ
た
、
「
三
公
よ
、
謀

父
（
私
）
の
病
は
癒
え
な
い
た
め
、
あ
え
て
天
子
に
告
げ
ま
し
ょ

う
、
皇
天
は
大
邦
殷
の
命
を
改
め
、
周
の
文
王
は
こ
れ
を
受
け
、

武
王
は
大
い
に
こ
れ
（
殷
）
を
敗
り
、
そ
の
功
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
天
が
我
が
文
王
の
志
を
定
め
、
正
し
く
治
め
る
の
に

威
厳
を
用
い
る
の
も
明
ら
か
に
そ
の
心
を
善
良
に
す
る
た
め
で
、

康
ん
じ
受
け
る
の
も
休
（
福
祥
）
を
与
え
る
た
め
で
、
ま
た
〔
文

王
は
〕
よ
く
安
ら
か
な
心
に
つ
と
め
、
こ
れ
を
慎
み
深
く
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
文
王
・
武
王
は
大
い
な
る
命
に
応
じ
て
、
そ
の

敵
に
勝
っ
た
の
で
す
。
」
と
。

公
は
言
っ
た
、
「
天
子
よ
、
三
公
よ
、
私
は
ま
た
上
下
は
文
王
・

武
王
が
命
を
受
け
た
こ
と
に
璧
え
る
と
、
大
い
に
国
を
盛
ん
に
し
、

ま
た
周
を
広
げ
、
ま
た
后
稜
が
命
を
受
け
た
こ
と
が
永
く
厚
か
っ

た
の
で
す
。
私
の
後
継
ぎ
は
、
大
い
に
宗
子
を
建
て
（
諸
侯
を
封

建
し
て
）
、
大
い
に
屏
を
厚
く
〔
し
て
守
り
を
固
め
る
〕
で
し
ょ
う
。

あ
あ
、
天
子
よ
、
夏
・
商
が
す
で
に
敗
北
し
た
こ
と
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
み
れ
ば
、
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
後
を
遺
す
こ
と
が
な
く
、

万
億
年
に
至
る
ま
で
、
参
考
に
し
て
（
教
訓
と
し
て
）
こ
の
こ
と

を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
〔
そ
れ
が
〕
す
で
に
浸
透
し
て
い
れ
ば
、
福

を
宗
室
に
保
っ
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
は
文
王
・
武
王
の

道
が
あ
る
の
で
す
。
」
と
。

公
は
言
っ
た
、
「
あ
あ
、
天
子
よ
、
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
言
を
慎

ん
で
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
は
で
た
ら
め
な
行
い
で
罪
を
犯
し
て
こ

の
遠
い
大
邦
（
諸
侯
）
を
失
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
あ
な
た
は
愛

妾
に
よ
っ
て
あ
な
た
の
〔
正
夫
人
で
あ
る
〕
荘
后
を
塞
い
で
は
い

け
ま
せ
ん
、
あ
な
た
は
小
臣
の
策
謀
に
よ
っ
て
大
臣
の
仕
事
を
失

敗
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
あ
な
た
は
嬰
士
（
愛
臣
）
に
よ
っ
て

大
夫
・
卿
士
を
塞
い
で
は
い
け
ま
せ
ん
、
あ
な
た
は
各
家
が
あ
な

た
の
宗
室
を
治
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ

ば
そ
の
外
を
憂
え
る
こ
と
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ど
う
か
皆
こ

の
内
側
か
ら
万
国
を
治
め
て
く
だ
さ
い
。
」
と
。

公
は
言
っ
た
、
「
あ
あ
、
天
子
よ
、
三
公
よ
、
あ
な
た
が
た
は
よ

く
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
は
口
し
て
惑
い
、
〔
中
身
の
な

い
〕
大
言
を
言
っ
て
厚
か
ま
し
い
顔
で
恥
に
も
〔
平
気
で
〕
耐
え

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
い
に
良
く
な
い
こ
と
で
す
。
」
と
。

〔
公
は
〕
言
っ
た
、
「
三
公
よ
、
〔
王
に
〕
事
え
て
、
先
王
の
恭

し
く
明
ら
か
な
徳
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。
刑
罰
を
行
っ
て
、
四
方

は
よ
く
そ
の
罰
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
。
昔
先
王
が
い
た
頃
は
、
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【
語
注
】
（
※
以
下
、
『
逸
周
書
』
祭
公
篇
を
「
今
本
」
と
称
す
。
）

(
1
)
哀
余
小
子
、
昧
其
在
位

今
本
は
「
次
予
小
子
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
次
」
は
「
孜
」

(II

「
閃
」
）
で
あ
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
昧
」
は
暗
い
の

意
（
「
闇
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
）
。
『
尚
書
』
文
侯
之
命
に
類
似
の

用
例
が
見
え
る
（
①
）
。

王
若
日
、
「
父
義
和
、
不
＿
顕
文
武
、
克
慎
明
徳
、
昭
升
干
上
、
敷

間
屑
゜
惟
時
上
帝
集
蕨
命
干
文
王
。
亦
惟
先
正
、
克
左
右

昭
事
厭
辟
。
越
小
大
謀
猷
、
岡
不
率
従
。
罪
先
祖
懐
在
位
。

D
 .

.

.

.

 

嗚
呼
、
閃
予
小
子
嗣
、
造
天
不
＿
懲
、
珍
資
澤
干
下
民
、
侵
戎
、

〔
祭
公
の
〕
言
を
顕
彰
し
、

そ
う
し
て
退

祭
公
の
顧
命

私
は
我
が
君
を
難
に
陥
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
失
政
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
〔
ま
も
な
く
〕
私
は
我
が
世
に
没
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
」
と
。

公
は
言
っ
た
、
「
天
子
よ
、
三
公
よ
、
私
は
私
の
病
か
ら
起
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
た
は
慎
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
こ

に
皆
一
人
（
君
）
を
補
佐
し
て
、
康
ん
じ
て
…
し
て
く
だ
さ
い
。

憂
え
て
我
が
君
に
仕
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
国
が
終
わ
り

断
絶
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
我
が
周
に
常
刑
が
あ

る
か
ら
で
す
。
」
と
。

王
は
拝
し
稽
首
し
て

出
し
た
。

我
國
家
純
。
即
我
御
事
、
岡
或
者
壽
俊
在
蕨
服
、
予
則
岡
克
゜

日
惟
祖
惟
父
、
其
伊
伽
朕
射
。
嗚
呼
、
有
績
、
予
一
人
永
緩

在
位
。
父
義
和
、
汝
克
紹
乃
顕
祖
、
汝
肇
刑
文
武
、
用
會
紹

乃
辟
、
追
孝
干
前
文
人
。
汝
多
修
抒
我
干
難
。
若
汝
予
嘉
。
」

（
『
尚
書
』
文
侯
之
顧
命
）

(
2
)
受
天
疾
威
‘
余
多
時
椴
懲

『
毛
詩
』
小
雅
・
節
南
山
之
什
•
小
曼
に
「
曼
天
疾
威
、
敷
干

下
土
（
受
天
疾
威
、
下
土
に
敷
く
）
。
」
、
毛
公
鼎
に
「
斐
天
疾
威
」

と
あ
る
。
「
椴
」
は
大
、
「
懲
」
は
懲
戒
の
意
。
整
理
者
は
、
今
本

の
「
薄
懲
」
と
意
味
が
近
い
と
す
る
。

(
3
)
我
聞
祖
不
豫
有
遅
、
余
惟
時
束
見
、
不
淑
疾
甚
、
余
畏
天

之
作
威「

不
豫
」
と
は
、
快
く
な
い
こ
と
、
天
子
や
身
分
の
高
い
人
が

病
気
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
『
尚
書
』
金
腔
に
、
「
王
有
疾
、

弗
豫
（
王
に
疾
有
り
て
豫
か
ら
ず
）
。
」
と
あ
る
。
「
遅
」
は
、
久

し
い
、
長
い
の
意
（
「
久
也
。
」
（
『
広
雅
』
釈
詰
）
）
。

「
不
豫
有
遅
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
不
久
於
世
」
（
世
に
久

し
か
ら
ず
II
ま
も
な
く
亡
く
な
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

一
方
、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会

（
以
下
、
復
旦
読
書
会
）
は
、
「
遅
」
は
、
緩
慢
や
遅
ら
せ
る
（
時

を
延
ば
す
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
祭
公
の
病
気
が
持
続

し
て
長
い
間
好
転
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
す
と
す
る
。
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和
釈
で
は
、
復
旦
読
書
会
の
解
釈
に
従
っ
た
。

(
4
)
公
其
告
我
鯨
徳

「
餘
徳
」
は
、
偉
大
な
徳
、
美
徳
の
意
。
『
毛
詩
』
周
頌
•
清
廟

之
什
•
時
邁
に
、
「
我
求
飽
徳
、
陣
干
時
夏
、
允
王
保
之
（
我
れ
鯰

ゆ

え

こ

な

が

徳
を
求
め
て
陣
に
時
の
夏
に
お
い
て
、
允
く
王
之
を
保
て
）
。
」

と
あ
る
。

(
5
)

朕
身
尚
在
絃
、
朕
魂
在
朕
辟
昭
王
之
所
、
亡
圏
不
知
命

「
圏
」
は
、
謀
る
の
意
。
「
昭
王
」
は
、
康
王
の
子
で
あ
り
、
穆

王
の
父
。
穆
王
の
先
代
の
王
で
あ
る
。
今
本
で
は
、
「
朕
身
尚
在
絃
‘

朕
魂
在
干
天
。
昭
王
之
所
屈
、
宅
天
命
。
」
と
な
っ
て
お
り
、
相
違

が
見
ら
れ
る
。

(
6
)
宅
下
國
、
作
陳
周
邦

整
理
者
は
、
「
作
」
は
「
始
也
。
」
（
『
毛
詩
』
魯
頌
•
駒
「
思
無

散
、
思
馬
斯
作
」
の
毛
伝
）
）
、
「
陳
」
は
「
猶
慮
也
。
」
（
『
周
礼
』

内
宰
「
作
其
事
」
の
鄭
注
）
と
す
る
。
一
方
、
復
旦
読
書
会
は
、

「
作
」
は
造
作
の
意
、
「
陳
」
は
「
旬
」
（
治
め
る
の
意
）
で
あ
る

と
し
て
、
『
尚
書
』
多
士
の
「
乃
命
爾
先
祖
成
湯
革
夏
、
俊
民
旬
四

方
（
乃
ち
爾
が
先
祖
の
成
湯
に
命
じ
て
夏
を
革
め
し
め
、
俊
民
四

お
さ

方
を
旬
め
し
む
）
」
や
、
『
毛
詩
』
小
雅
•
谷
風
之
什
•
信
南
山
のお

さ

「
信
彼
南
山
、
維
萬
旬
之
（
信
な
る
彼
の
南
山
、
維
れ
萬
之
を
旬

む
）
」
、
そ
の
毛
伝
「
旬
、
治
也
。
」
の
例
を
引
用
し
て
い
る
。

(
7
)

惟
時
皇
上
帝
宅
其
心
、
享
其
明
徳
、
付
界
四
方
、
用
贋
受

天
之
命
、
敷
聞
在
下

「
宅
」
は
、
「
度
」
に
同
じ
（
今
本
で
は
「
度
」
）
。
『
尚
書
』
康

こ
こ
に
お
い

詰
に
「
汝
不
一
遠
惟
商
瑚
成
人
、
宅
心
知
訓
（
汝
不
＿
て
遠
く
商

の
病
成
人
を
惟
い
、
心
を
宅
り
て
訓
を
知
れ
）
」
と
あ
る
。
「
享
」

（
隷
定
は
「
卿
」
）
に
つ
い
て
、
蕪
旭
氏
は
「
卿
」
を
顕
彰
の
意
（
「
卿
、

章
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
）
で
あ
る
と
す
る
。
「
付
界
」
と
は
、
与

え
る
の
意
で
、
『
尚
書
』
顧
命
に
類
似
の
用
例
が
見
え
る
（
①
）
。

王
若
日
、
「
庶
邦
侯
旬
男
衛
、
惟
予
一
人
釧
報
詰
。
昔
君
文
武
、

不
＿
平
富
、
不
務
咎
、
底
至
齊
、
信
用
昭
明
干
天
下
。
則
亦
有

ー

＿

＿

＿

熊
罷
之
士
・
不
二
心
之
臣
、
保
又
王
家
、
用
端
命
干
上
帝
。

D

③
 

皇
天
用
訓
蕨
道
、
付
界
四
方
。
乃
命
建
侯
樹
屏
、
在
我
後
之

人
。
今
予
―
二
伯
父
、
尚
脊
陸
顧
、
緩
爾
先
公
之
臣
服
干
先

王
。
雖
爾
身
在
外
、
乃
心
岡
不
在
王
室
。
用
奉
伽
蕨
若
、
無

遺
鞠
子
羞
。
」
群
公
既
皆
聴
命
、
相
揖
趨
出
。
王
繹
冤
、
反
喪

服
。
（
『
尚
書
』
顧
命
）

「
贋
受
」
と
は
、
受
け
止
め
る
の
意
。
「
敷
聞
在
下
」
は
、
注

(
1
)
、

『
尚
書
』
文
侯
之
命
②
に
用
例
が
見
え
る
。

(
8
)

我
亦
惟
有
若
祖
周
公
盤
祖
召
公
、
絃
迪
襲
學
千
文
武
之
曼

徳
、
克
央
紹
成
康
、
用
畢
成
大
商

整
理
者
は
、
「
迪
」
は
、
進
む
の
意
（
「
進
也
。
」
（
『
爾
雅
』
釈

詰
）
）
「
襲
」
は
、
継
ぐ
の
意
（
「
襲
、
戦
也
。
」
（
『
漢
書
』
揚
雄
伝
・

注
）
）
と
す
る
が
、
「
迪
」
に
は
踏
む
（
そ
の
通
り
に
実
行
す
る
）
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と
い
う
意
味
が
あ
る
（
「
允
迪
厭
徳
（
允
に
蕨
の
徳
を
迪
む
）
」
（
『
尚

書
』
皐
陶
膜
）
）
た
め
、
本
稿
で
は
「
迪
襲
」
と
熟
し
て
読
み
、
踏

襲
の
意
味
と
し
て
解
釈
し
た
。
「
曼
」
は
、
『
毛
詩
』
魯
頌
．
悶
宮

は
な
は

に
「
孔
曼
且
碩
、
萬
民
是
若
（
孔
だ
曼
に
し
て
且
つ
碩
な
り
、
万

し
た
が

民
是
れ
若
え
）
」
、
そ
の
毛
伝
に
「
長
也
。
」
と
あ
り
、
今
本
の
「
蔑
」

に
通
じ
る
。
『
尚
書
』
君
爽
に
用
例
が
見
え
る
（
①
）
。

公
日
、
「
君
爽
。
在
昔
、
上
帝
割
申
勧
寧
王
之
徳
、
其
集
大
命

②

.

 

干
蕨
朗
、
惟
文
王
尚
克
修
和
我
有
夏
。
亦
惟
有
若
舗
叔
・
有

若
閏
夭
•
有
若
散
宜
生
・
有
若
泰
顛
•
有
若
南
宮
括
、
又
日
、

F
 

『
無
能
往
束
絃
迪
葬
教
、
文
王
蔑
徳
、
降
干
國
人
。
』
亦
惟
純

佑
乗
徳
、
迪
知
天
威
、
乃
惟
時
昭
文
王
。
迪
見
冒
聞
干
上
帝
、

惟
時
受
有
殷
命
哉
武
王
、
惟
絃
四
人
、
尚
迪
有
棘
。
後
盤
武

王
誕
将
天
威
、
咸
劉
厭
敵
、
惟
絃
四
人
、
昭
武
王
惟
冒
、
不
一

輩
稲
徳
。
在
今
、
予
小
子
旦
、
若
源
大
川
。
予
往
陸
汝
爽
其

清
。
小
子
同
未
在
位
、
誕
無
我
責
牧
、
岡
勧
不
及
。
瑚
造
徳

不
降
、
我
則
鳴
鳥
不
聞
。
矧
日
其
有
能
格
。
』
」
（
『
尚
書
』
君

爽）
「
央
」
は
補
佐
の
意
（
「
輔
也
。
」
（
『
蒼
頷
篇
』
）
）
、
「
紹
」
は
継

ぐ
の
意
。
「
畢
」
と
「
成
」
と
は
同
義
（
『
儀
礼
』
少
牢
餓
食
礼
「
祝

告
日
、
利
成
。
」
、
鄭
注
「
畢
也
。
」
）
。

(
9
)
我
亦
惟
有
若
祖
祭
公
、
修
和
周
邦
、
保
又
王
家

「
修
和
」
は
、
天
下
を
治
め
て
和
げ
る
の
意
。
注

(
8
)
、
『
尚
書
』

君
爽
②
に
用
例
が
見
え
る
。
今
本
で
は
「
執
和
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
保

又
」
は
、
保
ん
じ
治
め
る
の
意
。
注

(
7
)
、
『
尚
書
』
顧
命
②
に

用
例
が
見
え
る
。

(
1
0
)
公
稲
不
＿
顕
徳
、
以
余
小
子
揚
文
•
武
之
烈
、
揚
成
康
昭
主

之
烈

「
不
＿
顕
徳
」
は
、
偉
大
な
徳
の
意
。
『
尚
書
』
洛
詰
に
「
公
稲
不
＿

ぁ

顕
徳
、
以
予
小
子
、
揚
文
武
烈
（
公
不
＿
顕
の
徳
を
称
げ
、
予
小
子

を
以
て
、
文
武
の
烈
を
揚
げ
よ
）
。
」
と
あ
る
。
「
主
」
は
、
君
の

意
（
「
君
也
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
）
。

(11)

遜
措
乃
心
、
盛
付
界
余
一
人

「
措
」
は
、
置
く
の
意
（
「
置
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
）
。
金
文

に
「
遜
純
乃
用
心
」
と
い
う
用
例
が
見
え
る
。

(
1
2
)
公
懲
拝
手
稽
首
日
、
「
允
哉
。
」
乃
召
畢
桓
•
井
利
·
毛
班

日
…
・
:

「
懲
」
は
、
つ
と
め
る
の
意
（
「
勉
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
）
。

「
井
利
」
「
毛
班
」
は
、
金
文
や
『
穆
天
子
伝
』
に
そ
の
名
が
見

え
る
。
畢
桓
は
『
穆
天
子
伝
』
に
見
え
る
「
畢
矩
」
と
関
係
が
あ

る
か
否
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
今
本
で
は
、
「
祭
公
拝
手
稽
首
日
、

「
允
乃
詔
、
畢
桓
干
黎
民
般
。
」
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
干
黎
」
が

「
井
利
」
、
「
民
般
」
が
「
毛
班
」
に
当
た
る
可
能
性
が
す
で
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
整
理
者
の
沈
建
華
氏
は
す
で
に
三
公
に
関
す
る
論
文
、
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「
清
華
楚
簡
《
祭
公
之
顧
命
》
中
的
三
公
与
西
周
世
卿
制
度
」
（
『
中

華
文
史
論
叢
』
二

0
1
0年
第
四
期
、
二

0
1
0
年
十
二
月
）
を

発
表
し
て
い
る
。

(13)
敢
告
天
子
、
皇
天
改
大
邦
殷
之
命
、
惟
周
文
王
受
之
、
惟

武
王
大
敗
之
、
成
蕨
功

『
尚
書
』
の
中
に
類
似
の
文
が
見
え
る
。

•
王
出
在
應
門
之
内
。
太
保
率
西
方
諸
侯
、
入
應
門
左
。
畢
公

率
東
方
諸
侯
、
入
應
門
右
。
皆
布
乗
・
朱
。
賓
稲
奉
圭
兼
弊
日
、

「
―
二
臣
衛
、
敢
執
壌
莫
。
」
皆
再
拝
稽
首
。
王
義
嗣
徳
、
答

拝
。
太
保
醤
菌
伯
、
咸
進
、
相
揖
、
皆
再
拝
稽
首
日
、
「
即
劉

告
天
子
、
皇
天
改
大
邦
殷
之
命
、
惟
周
文
武
、
誕
受
麦
若
、

克
愉
西
土
。
惟
新
捗
王
、
畢
協
賞
罰
、
裁
定
蕨
功
、
用
敷
遺

後
人
休
。
今
王
敬
之
哉
。
張
皇
六
師
、
無
壊
我
高
祖
寡
命
。
」

（
『
尚
書
』
顧
命
）

•
太
保
乃
以
庶
邦
家
君
、
出
取
幣
、
乃
復
入
、
錫
周
公
。
日
、

「
拝
手
稽
首
、
旅
王
若
公
。
詰
告
庶
殷
、
越
自
乃
御
事
。
闘

呼
、
皇
天
上
帝
、
改
厭
元
子
絃
大
國
殷
之
命
。
惟
王
受
命
、

無
彊
惟
休
、
亦
無
腫
惟
伽
゜
嗚
呼
、
昴
其
奈
何
弗
敬
。
天
既

退
終
大
邦
殷
之
命
。
絃
殷
多
先
哲
王
在
天
、
越
蕨
後
王
後
民
、

絃
服
蕨
命
。
厭
終
智
蔵
擦
在
。
夫
知
保
抱
描
持
蕨
婦
子
、
以

哀
錨
天
、
祖
蕨
亡
出
執
。
（
『
尚
書
』
召
詰
）

(14)
惟
天
莫
我
文
王
之
志
、
葉
之
用
威
亦
尚
宣
威
厭
心
、
康
受

亦
式
用
休
、
亦
美
懲
緩
心
、
敬
恭
之

「
莫
」
は
、
定
め
る
の
意
で
あ
り
、
今
本
で
は
「
貞
」
。
「
菰
之

用
威
」
に
つ
い
て
は
、
『
左
伝
』
文
公
七
年
伝
に
、
「
夏
書
日
、
戒

之
用
休
、
董
之
用
威
、
勤
之
以
九
歌
、
勿
使
壊
（
夏
書
に
日
＜
、

よ

ろ

こ

た

だ

之
を
戒
む
る
に
休
び
を
用
て
し
、
之
を
董
す
に
威
を
用
て
し
、
之

を
勧
む
る
に
九
歌
を
以
て
し
、
壊
ら
し
む
る
勿
か
れ
、
と
）
。
」
と

あ
る
。
「
董
」
は
正
す
の
意
、
「
威
」
は
刑
罰
の
意
。
「
宣
」
は
、

明
ら
か
の
意
（
『
左
伝
』
倍
公
二
十
七
年
伝
「
民
未
知
信
、
未
宣
其

用
。
」
、
杜
預
注
「
明
也
。
」
）
「
威
」
は
、
よ
い
の
意
（
「
善
也
。
」
（
『
説

文
解
字
』
）
）
。
『
尚
書
』
酒
詰
に
、
「
小
子
、
惟
土
物
愛
、
蕨
心
威
、

聰
聴
祖
考
之
葬
訓
（
小
子
、
惟
れ
土
物
も
て
愛
み
、
蕨
の
心
も
て
威

く
し
、
祖
考
の
葬
訓
を
聡
聴
せ
よ
）
」
と
あ
る
。
復
旦
読
書
会
は
、

今
本
に
従
い
、
「
寛
牡
」
と
釈
読
す
る
。

「
式
」
は
、
「
そ
れ
」
と
読
む
（
発
語
の
辞
）
。
「
休
」
は
、
さ

い
わ
い
•
福
祥
・
恩
賞
な
ど
、
喜
ば
し
い
こ
と
を
指
す
。
『
尚
書
』

多
方
に
、
「
惟
典
神
天
、
天
惟
式
教
我
用
休
、
簡
界
殷
命
、
手
爾
多

の
っ
と

方
（
惟
れ
神
天
に
典
れ
ば
、
天
惟
れ
式
れ
我
に
教
ぐ
る
に
休
を
用

あ

た

お

さ

て
し
、
簡
え
て
殷
の
命
を
界
え
、
爾
の
多
方
を
手
め
し
む
）
。
」
と

あ
る
。
「
美
」
（
隷
定
「
中
冗
」
）
は
、
今
本
の
「
先
」
に
当
た
る
と

見
ら
れ
、
今
本
が
「
先
王
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
後
人
が
「
王
」

の
字
を
加
え
た
か
ら
で
あ
る
と
の
見
方
が
有
力
で
あ
る
。

▼
「
不
＿
惟
」
の
用
法
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不
＿
惟
（
ま
た
す
な
わ
ち
）

庶
士
・
有
正
、
越
庶
伯
君
子
、
其
爾
典
聴
朕
教
。
爾
大
克
羞

荀
惟
君
、
爾
乃
飲
食
酔
飽
、
四
固
芦
I

、
爾
克
永
観
省
、
作
稽

中
徳
。
（
『
尚
書
』
酒
詰
）

不
＿
惟
（
こ
こ
に
こ
れ
）

蕨
園
帝
之
命
、
不
克
開
干
民
之
麗
゜
乃
大
降
罰
、
崇
乱
有
夏
、

因
甲
干
内
乱
。
不
克
霊
承
干
旅
、
岡

ii進
之
恭
、
洪
舒
干

民
。
（
『
尚
書
』
多
方
）

(
1
5
)
惟
文
武
中
大
命
、
搬
蕨
敵

「
中
」
は
、
応
じ
る
、
対
応
す
る
の
意
（
『
礼
記
』
月
令
「
律
中

太
族
」
、
鄭
注
「
猶
應
也
。
」
）
。

(
1
6
)
我
亦
上
下
替
干
文
武
之
受
命
、
皇
眈
方
邦
、
不
一
惟
周
之
芳
、

不
＿
惟
后
稜
之
受
命
是
永
厚
。

「
獣
」
は
、
盛
ん
の
意
（
「
盛
也
。
」
（
『
広
雅
』
釈
詰
）
）
。
「
芳
」

は
、
広
い
、
広
が
る
の
意
（
「
浦
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
、
「
大
也
。
」

（
『
広
雅
』
釈
詰
）
）
。

(
1
7
)
惟
我
後
嗣
、
方
建
宗
子
、
不
一
惟
周
之
厚
屏

「
方
」
は
、
お
お
い
に
、
の
意
（
「
大
也
。
」
（
『
広
雅
』
釈
詰
）
）
。

「
宗
子
」
は
諸
侯
の
意
、
「
屏
」
は
守
り
の
意
。
注

(
7
)
『
尚
書
』

顧
命
③
に
「
建
侯
樹
屏
」
（
諸
侯
を
封
建
し
て
守
り
を
立
て
る
）
と

い
う
文
が
見
え
る
。
ま
た
、
『
毛
詩
』
大
雅
•
生
民
之
什
•
板
に
「
大

邦
維
屏
、
大
宗
維
翰
。
懐
徳
維
寧
、
宗
子
維
城
、
無
伸
城
壊
、
無

ま
も

獨
斯
畏
（
大
邦
維
れ
屏
な
り
、
大
宗
維
れ
翰
り
な
り
。
徳
を
懐
け

や

ぶ

し

ば
維
れ
寧
し
、
宗
子
は
維
れ
城
な
り
。
城
を
し
て
壊
れ
倖
む
る
こ

と
無
か
れ
、
独
り
と
な
る
こ
と
無
か
れ
斯
れ
畏
る
）
。
」
と
あ
る
。

(18)
監
千
夏
商
之
既
敗
、
不
＿
則
亡
遣
後
、
至
干
萬
億
年
、
参
叙

之

「
参
」
は
、
調
べ
て
参
考
に
す
る
こ
と
（
「
瞼
也
。
」
（
『
荀
子
』

解
蔽
•
楊
椋
注
）
）
。

▼
「
不
＿
則
」
の
用
法

不
＿
則
（
こ
こ
に
お
い
て

(II
於
是
）
）

王
日
、
「
嗚
呼
、
封
、
敬
哉
。
無
作
怨
、
勿
用
非
謀
非
蝉
蔽
時

枕
、
不
＿
則
敏
徳
。
用
康
乃
心
、
顧
乃
徳
、
遠
乃
猷
裕
、
乃
以

民
寧
、
不
汝
瑕
珍
。
」
王
日
、
「
嗚
呼
、
陣
汝
小
子
封
。
惟
命

不
干
常
。
汝
念
哉
、
無
我
珍
享
、
明
乃
服
命
、
高
乃
聴
、
用

康
又
民
。
」
（
『
尚
書
』
康
諾
）

不
一
則
（
こ
こ
に
お
い
て
）

周
公
日
、
「
嗚
呼
、
継
自
今
嗣
王
、
則
其
無
淫
干
観
、
干
逸
・

干
遊
•
千
田
、
以
萬
民
惟
正
之
供
。
無
皇
日
、
『
今
日
耽
栗
。
』

乃
非
民
仮
訓
、
非
天
仮
若
、
時
人

ijl有
思
。
無
若
殷
王
受

之
迷
胤
、
酪
干
酒
徳
哉
。
」
（
『
尚
書
』
無
逸
）

(
1
9
)
既
泌
、
乃
有
履
宗
、
不
一
惟
文
武
之
由

「
泌
」
は
、
「
咸
」
で
あ
り
、
「
終
」
と
読
む
。
今
本
で
は
、
「
既

畢
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
履
」
は
、
福
の
意
（
「
福
也
。
」
（
『
爾
雅
』
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釈
詰
）
）
「
有
履
宗
」
と
は
、
福
佑
を
宗
室
に
保
つ
こ
と
を
言
う
。

「
由
」
は
、
道
の
意
（
「
道
也
。
」
（
『
荀
子
』
哀
公
・
楊
椋
注
）
）
。

(
2
0
)
汝
母
以
戻
絃
皐
慕
亡
時
遠
大
邦

「
戻
」
は
、
罪
の
意
（
「
皐
也
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
）
。
「
時
」

は
、
「
是
」
（
こ
れ
）
と
読
む
。
「
遠
」
は
、
遥
か
遠
い
の
意
（
「
遼

也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
）
。
黄
烹
氏
は
、
「
弦
」
を
「
災
」
と
釈
読

し
て
い
る
。

(21)

汝
母
以
嬰
御
塞
爾
荘
后
、
汝
母
以
小
謀
敗
大
作
、
汝
母
以

嬰
士
塞
大
夫
・
卿
士

今
本
は
「
汝
無
以
嬰
御
固
荘
后
、
汝
無
以
小
謀
敗
大
作
、
汝
無

以
嬰
御
士
疾
大
夫
卿
士
」
と
、
『
礼
記
』
細
衣
は
「
母
以
小
謀
敗
大

作
、
母
以
嬰
御
人
疾
荘
后
、
母
以
嬰
御
士
疾
荘
士
・
大
夫
・
卿
士
。
」

と
、
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
『
細
衣
』
は
、
「
母
以
小
謀
敗
大
作
、

母
以
嬰
御
人
息
（
塞
）
荘
后
、
母
以
嬰
御
士
息
（
塞
）
荘
士
・
大

夫
・
卿
士
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
復
旦
読
書
会
は
、
『
語
叢
（
一
）
』

に
「
息
」
と
「
疾
」
が
通
じ
て
い
る
例
が
あ
る
と
し
て
、
「
息
」
を

「
疾
」
に
読
み
替
え
て
い
る
。

(22)

汝
母
各
家
相
乃
室
、
然
莫
伽
其
外
。
其
皆
自
時
中
又
萬
邦

「
相
」
は
、
お
さ
め
る
の
意
（
「
治
也
。
」
（
『
小
爾
雅
』
釈
詰
）
、

「
季
公
亥
輿
公
思
展
輿
公
鳥
之
臣
申
夜
姑
相
其
室
。
」
（
『
左
伝
』

昭
公
二
十
五
年
伝
）
、
「
治
也
。
」
（
杜
預
注
）
）
。
「
其
皆
自
時
中
又

萬
邦
」
に
つ
い
て
は
、
『
尚
書
』
の
中
に
「
其
自
時
中
又
（
其
く
は
時

う

ち

ょ

お

さ

の
中
自
り
又
め
ん
こ
と
を
）
」
（
『
尚
書
』
召
詰
）
、
「
其
自
時
中
又
。

よ

お

さ

ね
が
わ

萬
邦
咸
休
、
惟
王
有
成
績
（
其
く
は
時
の
中
自
り
又
め
ん
こ
と
を
。

み
な
よ
ろ
こ

萬
邦
咸
休
び
、
惟
れ
王
に
成
績
有
ら
ん
）
。
」
（
『
尚
書
』
洛
詰
）

と
い
っ
た
類
似
の
文
が
見
え
る
。

(23)

汝
母
口
努
、
唐
唐
厚
顔
忍
恥
、
時
惟
大
不
淑
哉

「
努
」
は
、
「
眩
」
（
「
惑
也
。
」
（
『
広
雅
』
釈
詰
）
）
、
「
唐
唐
」

は
、
大
言
の
こ
と
（
「
大
言
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
）
。
「
厚
顔
」
は
、

顔
が
厚
い
、
厚
か
ま
し
い
こ
と
。

「
口
努
」
に
つ
い
て
、
復
旦
読
書
会
は
、
「
康
康
」
と
釈
読
す
る
。

李
末
儒
氏
は
、
「
汝
母
怠
賢
」
と
釈
読
す
る
。

(
2
4
)
三
公
、
事
、
求
先
王
之
恭
明
徳
。
刑
、
四
方
克
中
爾
罰
。

「
事
」
に
つ
い
て
、
復
旦
読
書
会
は
「
敷
」
と
釈
読
し
、
「
敷
聞

在
下
」
の
「
敷
」
と
同
様
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。

(25)

昔
在
先
王
、
我
亦
不
以
我
辟
陥
干
難
、
弗
失
千
政
、
我
亦

惟
以
没
我
世
。

金
文
（
毛
公
鼎
な
ど
）
に
「
欲
汝
弗
以
乃
辟
陥
干
難
」
と
い
っ

た
類
似
の
文
が
見
え
る
。

(26)

絃
皆
保
脊
一
人
、
康
口
之
。
璧
服
之
、
然
母
夕
口
、
維
我

周
有
常
刑
。

「
舎
」
は
、
「
脊
」
と
読
み
替
え
、
た
す
け
る
の
意
と
す
る
（
「
相

也
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
）
。
「
一
人
」
は
、
王
の
こ
と
を
指
す
。
「
康
」

は
、
安
ん
じ
る
の
意
（
「
安
也
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
）
。
「
服
」
は
、
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つ
か
え
る
の
意
（
「
事
也
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
）
。
「
璧
」
は
、
憂

え
る
の
意
（
「
憂
也
。
」
（
『
楚
辞
』
天
問
）
）
。
「
夕
」
は
、
終
わ
る

の
意
（
「
終
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
）
、
「
口
」
は
お
そ
ら
く
「
絶
」

で
あ
り
、
「
夕
ロ
」
と
は
お
そ
ら
く
「
終
わ
り
絶
す
る
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
整
理
者
は
指
摘
す
る
。

「
周
有
常
刑
」
に
つ
い
て
は
、
伝
世
文
献
に
い
く
つ
か
用
例
が

見
ら
れ
る
（
「
汝
則
有
常
刑
」
（
『
尚
書
』
費
誓
）
、
「
國
有
常
刑
」
（
『
周

礼
』
小
宰
）
、
「
寡
君
使
躁
謂
吾
子
、
『
何
故
出
君
。
有
君
不
事
、

周
有
常
刑
。
子
其
圏
之
。
』
」
（
『
左
伝
』
昭
公
三
十
一
年
伝
）
）
。

(
2
7
)
王
拝
稽
首
學
言
、
乃
出
。

「
學
」
は
、
顕
彰
す
る
こ
と
（
「
顕
也
。
」
（
『
荘
子
』
応
帝
王
・

成
玄
英
疏
）
）
今
本
で
は
「
黛
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
善
」
と
意
味

が
近
い
（
「
善
也
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
）
。
復
旦
読
書
会
は
、
「
署
」

で
あ
る
と
し
、
賛
美
・
賞
賛
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。

三
、
現
段
階
で
の
私
見

本
章
で
は
、
清
華
簡
『
祭
公
之
顧
命
』
の
特
徴
に
つ
い
て
主
に

三
点
を
挙
げ
、
現
段
階
で
の
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

(
1
)
伝
世
文
献
と
の
関
係

整
理
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
祭
公
が
穆
王
に
対
し
て
諫

言
し
て
い
る
事
例
は
、
伝
世
文
献
に
も
見
ら
れ
る
。
『
左
伝
』
昭
公

十
二
年
伝
に
は
、
周
の
穆
王
が
天
下
を
遊
行
し
、
至
る
所
に
車
の

轍
と
馬
の
足
跡
を
残
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
祭
公
謀
父
が
『
祈
招
』

の
詩
を
作
っ
て
諫
言
し
た
と
い
う
内
容
が
見
え
る
。
ま
た
、
『
国
語
』

周
語
上
で
は
、
穆
王
の
犬
戎
征
伐
に
際
し
て
、
祭
公
謀
父
が
、
代

々
の
先
王
と
文
王
・
武
王
は
徳
に
よ
っ
て
国
を
治
め
て
い
た
こ
と

や
、
先
王
の
制
度
に
つ
い
て
述
べ
、
む
や
み
に
兵
力
を
用
い
る
べ

き
で
は
な
い
と
諫
言
す
る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
穆
王
は
諌
言
を

聞
き
入
れ
ず
に
犬
戎
征
伐
を
行
い
、
そ
れ
以
降
、
犬
戎
は
来
朝
し

な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
に
見
え
る
穆
王
に

対
す
る
祭
公
の
諌
言
は
、
本
篇
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に

『
国
語
』
の
記
述
は
、
文
王
・
武
王
の
徳
を
顕
彰
し
、
殷
王
朝
の

悪
政
と
武
王
に
よ
る
殷
の
打
倒
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
本

篇
と
共
通
す
る
。

本
篇
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
穆
王
・
祭
公
・
三
公
の
関
係

で
あ
ろ
う
。
本
篇
で
の
穆
王
は
、
自
分
の
過
失
を
認
め
つ
つ
、
祭

公
か
ら
の
訓
戒
を
真
摯
に
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
謙
虚
な
姿
勢
が

見
ら
れ
る
。
穆
王
の
発
言
の
中
に
は
、
文
王
・
武
王
・
成
王
・
康

王
と
、
そ
の
補
佐
官
で
あ
っ
た
周
公
・
召
公
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
穆
王
と
祭
公
の
関
係
も
そ
れ
ら
に
相
当
さ
せ
よ
う
と
す
る

穆
王
の
意
識
が
窺
え
る
。
祭
公
は
当
初
、
自
ら
が
臨
終
寸
前
で
あ

る
た
め
に
発
言
を
控
え
る
態
度
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
穆
王

か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
つ
い
に
そ
れ
に
応
じ
て
、
遺
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訓
を
告
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
召
さ
れ
た
の
が
三
公
で
あ
っ

た
。
祭
公
は
、
自
身
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
や
補
佐
官
と

し
て
重
視
す
べ
き
事
柄
を
三
公
に
述
べ
、
王
の
補
佐
官
と
し
て
の

役
割
を
全
う
す
る
よ
う
に
鼓
舞
し
て
い
る
。
つ
ま
り
祭
公
は
、
自

分
に
代
わ
る
補
佐
官
と
し
て
三
公
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

周
の
基
盤
を
築
い
た
先
王
に
は
、
必
ず
優
秀
な
補
佐
官
が
い
た
。

王
と
優
秀
な
補
佐
官
に
よ
る
国
家
の
統
治
、
そ
れ
が
周
に
と
っ
て

理
想
の
形
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

(
2
)
「
受
命
」
に
つ
い
て

本
篇
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
は
、
し
き
り
に
「
受
命
」

に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
篇
で
は
、
殷
か
ら
周
ヘ

の
王
朝
交
替
が
、
天
か
ら
の
命
に
よ
る
と
い
う
こ
と
が
何
度
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
文
王
・
武
王
が
命
を
受
け
た
と
す
る

だ
け
な
く
、
周
の
始
祖
で
あ
る
后
稜
の
頃
か
ら
す
で
に
命
を
受
け

て
い
た
と
す
る
記
述
す
ら
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
武
王
に
よ
る

殷
討
伐
を
正
当
化
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
今
回
公
開
さ
れ
た
清
華
簡
の
中
に
は
、
『
程
膳
』
と
い
う

文
献
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
受
命
」
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

『
程
膳
』
は
、
殷
王
朝
の
末
期
に
、
周
の
文
王
が
妻
の
見
た
夢
を

啓
示
と
み
な
し
て
、
太
子
発
（
す
な
わ
ち
後
の
武
王
）
に
訓
戒
す

る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
衰
亡
し
か
け
て
い
る
殷
に

代
わ
っ
て
周
が
命
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は

本
篇
と
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

(
3
)
成
立
年
代
に
つ
い
て

最
後
に
、
本
篇
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
清
華

簡
の
書
写
年
代
は
、
炭
素
十
四
の
年
代
測
定
の
結
果
、
紀
元
前
三

0
五
土
三

0
年
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
戦
国
中

晩
期
」
に
相
当
し
、
文
献
の
書
写
・
流
布
に
か
か
る
時
間
を
考
慮

す
れ
ば
、
原
本
の
成
立
時
期
は
少
な
く
と
も
戦
国
前
期
以
前
ま
で

遡
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
地
点
を
成
立
年
代
と
見
る
か
は
判

断
し
難
い
が
、
「
王
若
日
」
「
王
日
」
「
公
日
」
と
い
っ
た
発
言
形

式
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、
本
篇
と
『
逸
周
書
』
祭
公
篇
の
内
容

が
、
大
き
く
違
わ
な
い
点
で
あ
る
。
同
様
の
例
と
し
て
は
、
今
回

公
開
さ
れ
た
清
華
簡
の
一
篇
『
皇
門
』
と
『
逸
周
書
』
皇
門
篇
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
文
字
の
異
同
が
多
々
あ
る

も
の
の
、
内
容
が
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

『
逸
周
書
』
の
側
も
、
そ
れ
な
り
に
古
い
伝
承
を
伝
え
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
清
華
簡
の
発
見
は
、
『
逸
周
書
』

の
資
料
的
価
値
の
再
評
価
を
促
す
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

(256) 



以
上
、
本
稿
で
は
、
清
華
簡
『
祭
公
之
顧
命
』
の
全
体
の
釈
読

を
試
み
、
現
時
点
で
の
私
見
を
述
べ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
詳
細
に

『
逸
周
書
』
祭
公
篇
と
対
比
さ
せ
、
ま
た
、
伝
世
文
献
や
他
の
清

華
簡
の
文
献
な
ど
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
篇
の
思
想
的
特

質
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
別
稿
に
お
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
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献
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華
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之 日 ‘ 天 召 懲 日 日 紹在 日 辟公 登恣聞若 華

愛； 敬恭 文王 改大 桓畢
拝

成康下゚ 惟時 ー‘ 
昭拝 徳゚ 祖日 簡

手

虞
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王手 -不 ヽ
冨王天 公 ‘我皇嗚吝之邦・ 稽

稲 之稽 胃―
惟王 志殷井 首

王
用亦上呼 所首 逓 祖祭 公
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公 悶 姐成合 惟有帝 公
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稜ニ 文菰命・ 度、
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苔之 公ヽ 武之‘毛

夏゚i ゜
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受命我 裔中用惟班
闊

祖心朕 不天 惟余

是永 亦上
威亦 周日 ~ ! 我亦 周公 享、 之皇

呵知 王 時小
文、

小 束子
尚王→

雷贔
競其祖 -謀 見、

厚。 醤下 搬宣受三 祖 明周 父
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惟干 心 武
ノム＼ 、 王 疾
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後武 ‘武父 盛 烈 公絃界烈 不

嗣之 康王朕 付 迪ヽ襲 四祖 慶 ‘斐

方‘ 受命 受亦 大疾
塁 >

修方武

余畏天 威天疾ヽ敗惟 和學‘王 朕
建‘ 式之不 周邦 干用 ‘ 身
宗皇 用‘饂 ~ 昭 文贋宅 尚 之
子欺 休成

し一 主 ‘武受下 在
威作゚ 余時多‘方 ‘ 蕨功 敢 之 保之天國 盆

王邦 亦告 腐 又曼之‘
惟‘ 美懲 ゜天 L— 王徳命作 朕

公其 椴懲゚周王 惟子 ,-,.... 咤‘‘陳 魂
之惟 緩天 -克敷周 在 告

下公 申壮王公 祭 王 王 執寵我皇皇王 天゚ 祭 諮我王

黄^ ".9 逸周土。日、大蕨受日 公 目 日 和 紹 亦 日 公 徳聞若

命、心、之、 ~ ‘ 拝 周成康維有 上 ‘ 昭拝 ご祖日
天ー 手 → 

國‘之若度帝嗚一
王手 不‘

懐伊等ロ ← 書祭之天 搬康維天 公 公

胃無 稲 之稽 豫面
所錫 そ 蕨敵 受武王 ， 王 保業文其呼 所首

嘉祭又王 日
顕

又‘周心 励日
一逸塁n 公篇武旦 —之大謀

-王案 将大以 公列陸 之冥ヽ 朕／ム＼ ヽ

ヽ、 、公
之

王ニ ‘剋父 元 徳
宅_ 予次

時公 式之疾 天天
橿上 用、維 乃 ｛卑

命、祖明祖皇 命゚ そ
惟予

I 詔
闊

以 敬小
土下 休咸蓼不 予

召徳
← 謀 貧壬ヽ‘ ‘茂 用 公 闊‘文

雷乃 小
王辟

亦 蕨功゚ 敢ヽ 心 子 夷居 ‘ 王
父

不天弔 虔虔在維干 絃於烈‘ 
疾

周文 塁告
千

はヽ
揚

維
黎 文 大申 四祖 上

之武 茂維天 民 慶
商予 不

降疾位。

i 醤社く

口 ヽ 緩天子
雙 予 之小力武 慶

ロ文 蕨貞‘ 勲 衆゚ 子追 應用受 王ヽ
病臭

口武 心文皇
し一

朕
后之 ‘王 天 ~ 

弘 身 予畏ヽ 威天疾
~ 我亦學於 天度下稜子 敬之改大 誓

尚
之孫 恭重 維有武文 甜國 在 天‘

命平又ヽ 大‘ 
承用殷

誓
絋" 威予

之威之 若之敷作

公其告‘ 多時浦短 ゜開 ゜ ‘命 之 祖蔑゜在文陳 朕

゜是永 方封
維亦‘ 腐 祭周 魂 七
武尚維 ~ 公周下゜ ° 在 年ヽ

宅千 王寛文 之克維 干 予

【
対
照
表
】
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公
日
「
嗚
呼
、
天
子
、
不
＿
則
寅
言
哉
。
汝
母
以
戻
絃
皐
寧
亡
時
遠
大
邦
、

汝
母
以
嬰
御
塞
爾
荘
后
、
汝
母
以
小
謀
敗
大
作
、
汝
母
以
嬰
士
塞
大
夫
卿
士
、

汝
母
各
家
相
乃
室
、
然
莫
他
其
外
。
其
皆
自
時
中
又
萬
邦
。
」

公
日
、
「
嗚
呼
、
天
子
、
三
公
、
汝
念
哉
。
汝
母
口
努
、
唐
唐
厚
顔
忍
恥
、

時
惟
大
不
淑
哉
。
」

日
、
「
三
公
、
事
、
求
先
王
之
恭
明
徳
。
刑
、
四
方
克
中
爾
罰
。
昔
在
先
王

我
亦
不
以
我
辟
陥
干
難
、
弗
失
千
政
、
我
亦
惟
以
没
我
世
。
」

公
日
、
「
天
子
、
三
公
、
余
惟
弗
起
朕
疾
、
汝
其
敬
哉
。
絃
皆
保
智

康
口
之
。
璧
服
之
、
然
母
夕
口
、
維
我
周
有
常
刑
。
」

王
拝
稽
首
翠
言
、
乃
出
。

祭
公
之
顧
命

人

厚
屏
。
嗚
呼
、
天
子
、
監
干
夏
商
之
既
敗
、
不
＿
則
亡
遺
後
、
至
干
萬
億
年
、

参
叙
之
。
既
泌
、
乃
有
履
宗
、
不
＿
惟
文
武
之
由
。
」
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嗚
呼
、
三
公
、
予
維
不
起
朕
疾
、
汝
其
皇
敬
哉
。
絃
皆
保
之
、

日
、
康
子
之
仮
保
、
屈
教
誨
之
、
世
祀
無
絶
。
不
、
我
周
有
常
刑
。
」

王
拝
手
稽
首
黛
言
。

•,'’ 

••.... 

,'’’, 
••......• 

,．, 

••••••••.....•••••••• 

,'
•I 

昔
在
先
王
、
我
亦
維
不
＿
以
我
辟
険
干
難
、
不
失
干
正
、
我
亦
以
免
没
我
世
。

之
。
維
我
後
嗣
、
芳
建
宗
子
、
王
維
周
之
始
井
°
嗚
呼
、
天
子
、
三
公
、
監

干
夏
商
之
既
敗
、
不
＿
則
無
遺
後
難
、
至
干
萬
億
年
、
守
序
終
之
。
既
畢
、
不
＿

乃
有
利
宗
、
王
維
文
王
由
之
。
」

公
日
、
「
嗚
呼
、
天
子
、
我
不
則
寅
哉
寅
哉
。
汝
無
以
戻
口
罪
疾
、
喪
時
ニ

王
大
功
。
汝
無
以
嬰
御
固
荘
后
、
汝
無
以
小
謀
敗
大
作
、
汝
無
以
嬰
御
士
疾

大
夫
卿
士
、
汝
無
以
家
相
乱
王
室
而
莫
伽
其
外
。
尚
皆
以
時
中
又
萬
國
゜
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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嗚
呼
、
三
公
、
汝
念
哉
。
汝
無
浪
浪
芥
芥
、
厚
顔
忍
醜
、
時
維
大
不
弔
哉
。
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